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郡
拓
の
詩
詞
文
人
の
”
峰
礫
”
日
原
　
き
よ
み
は
じ
め
に
一269一
　
　
…
…
三
家
村
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
一
時
あ
れ
ほ
ど
集
中
攻
撃
を
あ
び
た
郡
拓
の
名
前
は
そ
の
後
あ
ま
り
聞
か
れ
な
い
。
そ
　
　
れ
は
郡
拓
が
”
文
化
大
革
命
”
エ
ス
カ
レ
ー
ト
の
触
媒
の
役
割
は
は
た
し
た
も
の
の
、
し
ょ
せ
ん
は
”
文
人
”
の
域
を
出
な
　
　
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
麗
。
　
厳
重
な
報
導
規
制
と
憶
測
の
飛
び
交
う
文
化
大
革
命
の
最
中
、
郡
拓
自
殺
の
事
実
は
一
九
七
九
年
の
そ
の
名
誉
回
復
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
記
者
は
、
郡
拓
の
中
に
「
士
可
殺
而
不
可
辱
」
と
い
う
伝
統
的
”
文
人
”
の
あ
り
様
を
見
出
し
て
い
る
。
　
一
九
一
二
年
、
福
建
省
閾
侯
県
に
生
ま
れ
、
一
九
三
〇
年
に
中
国
共
産
党
に
入
党
し
た
郡
拓
は
、
国
共
内
線
・
解
放
戦
争
時
代
、
郡拓の詩詞（日原）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ソ
革
命
根
拠
地
の
中
で
成
長
を
と
げ
、
後
の
党
内
知
識
分
子
の
根
幹
を
な
す
代
表
的
人
物
で
あ
る
と
共
に
、
詩
・
書
・
画
に
造
詣
の
深
い
、
典
型
的
”
文
人
”
と
も
言
え
る
人
物
で
あ
っ
た
。
　
郡
拓
が
解
放
戦
争
・
国
共
内
戦
に
従
事
し
た
晋
察
翼
辺
区
の
司
令
官
・
簸
栄
環
は
こ
う
回
想
す
る
。
　
　
…
…
郡
拓
は
作
詩
・
填
詞
を
好
み
、
苦
難
の
戦
い
の
日
々
に
も
そ
の
”
雅
興
”
少
な
か
ら
ず
、
「
燕
趙
詩
社
」
を
組
織
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
多
く
の
朋
友
を
ま
と
め
、
私
ま
で
そ
の
”
文
雅
”
の
集
い
の
中
に
引
き
入
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
　
　
書
・
画
に
つ
い
て
は
「
燕
山
夜
話
」
『
三
家
村
札
記
」
に
多
く
の
論
評
・
教
育
論
を
展
開
す
る
他
、
そ
の
書
が
か
つ
て
栄
宝
斉
　
　
　
　
　
　
　
で
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
の
店
頭
に
掲
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
達
筆
で
、
よ
く
人
に
請
わ
れ
て
揮
毫
し
て
い
た
と
い
う
。
絵
画
や
他
の
芸
術
一
般
に
つ
い
て
の
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
　
識
も
深
く
、
美
術
鑑
定
・
収
集
に
留
ま
ら
ず
、
自
作
の
画
や
人
の
作
品
に
題
詩
し
て
い
る
。
更
に
郡
拓
の
伝
記
、
回
想
録
の
中
に
、
画
家
・
文
学
者
等
と
の
詩
の
贈
答
や
所
蔵
品
の
鑑
賞
の
た
め
の
往
来
が
記
さ
れ
、
郡
拓
の
文
人
的
側
面
を
物
語
っ
て
い
る
。
敦
焼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
学
者
・
常
書
鴻
も
、
郡
拓
に
当
然
の
如
く
経
巻
の
題
蹟
を
請
わ
れ
、
咄
嵯
に
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
戸
惑
い
を
回
想
し
て
い
る
。
　
「
公
」
の
立
場
で
は
、
共
産
党
員
・
党
内
「
知
識
分
子
」
（
巨
Φ
一
一
Φ
g
ロ
9
・
一
）
と
し
て
、
新
聞
工
作
者
の
指
導
的
役
割
を
荷
な
う
べ
き
使
命
を
負
っ
た
郡
拓
と
、
「
私
」
的
立
場
で
の
「
文
人
」
（
9
き
9
一
9
け
貧
ω
）
的
要
素
を
抱
え
込
ん
だ
郡
拓
は
、
そ
の
五
十
四
年
の
生
涯
の
中
で
、
こ
の
二
つ
を
ど
う
折
り
合
わ
せ
て
い
っ
た
の
か
。
「
矛
盾
論
」
で
毛
沢
東
は
矛
盾
に
万
物
生
成
と
自
己
変
革
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
た
が
、
郡
拓
は
こ
の
「
公
」
と
「
私
」
を
対
立
・
矛
盾
す
る
も
の
と
見
て
い
た
の
か
。
　
郡
拓
は
、
班
固
の
「
西
都
賦
」
、
「
楚
辞
」
の
「
遠
游
」
以
来
、
多
く
の
詩
人
に
よ
っ
て
、
高
く
険
し
い
様
を
讐
え
る
語
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
常
用
さ
れ
た
”
峰
礫
4
を
た
び
た
び
詩
の
中
に
用
い
て
い
る
が
、
郡
拓
の
”
岬
礫
”
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
文
人
の
自
己
表
現
と
も
言
え
る
詩
作
中
よ
り
こ
の
問
題
を
考
察
し
て
み
た
い
。
一270一
、
都
拓
の
旧
詩
詞
二
つ
の
“
岬
礫
”
郡拓の詩詞（日原）
　
郡
拓
の
詩
作
総
数
は
定
か
で
な
い
が
、
一
九
七
九
年
の
『
郡
拓
詩
詞
選
』
、
一
九
八
六
年
の
「
郡
拓
詩
文
選
」
（
と
も
に
人
民
日
報
出
版
社
）
、
同
年
『
郡
拓
文
集
』
第
四
巻
「
詩
詞
・
散
文
」
（
北
京
出
版
社
）
に
続
い
て
、
一
九
九
三
年
中
国
社
会
科
学
出
版
社
が
出
版
し
た
『
郡
拓
詩
集
』
の
序
に
お
い
て
、
郡
拓
は
生
涯
五
百
余
首
の
詩
詞
を
書
い
た
が
、
幾
度
か
の
動
乱
で
散
侠
し
、
こ
の
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
に
網
羅
し
た
四
百
余
首
が
現
在
ま
で
探
し
あ
て
ら
れ
た
最
多
数
で
あ
る
旨
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
　
「
郡
拓
文
集
」
「
郡
拓
詩
集
」
は
と
も
に
、
郡
拓
の
詩
を
年
代
ご
と
に
三
期
に
分
け
て
編
集
す
る
。
即
ち
、
①
一
九
二
九
年
1
ー
三
五
年
晋
察
翼
辺
区
へ
赴
く
前
の
時
期
、
②
一
九
三
七
年
1
1
四
九
年
晋
察
翼
時
代
、
③
一
九
五
三
年
I
l
六
五
年
中
華
人
民
共
和
国
時
代
、
で
あ
る
。
第
三
期
の
一
二
年
間
が
最
も
収
録
数
が
多
く
、
全
体
の
四
分
の
三
以
上
を
占
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ャ
　
ナ
リ
ス
ト
　
こ
の
時
期
区
分
に
つ
い
て
何
ら
異
議
を
唱
え
る
所
は
な
い
が
、
「
新
聞
工
作
者
」
と
し
て
の
公
的
生
活
を
軸
に
郡
拓
の
詩
作
を
考
え
る
時
、
次
の
二
つ
の
詩
を
ピ
ー
ク
に
し
、
二
分
し
て
論
じ
ら
れ
る
と
考
え
る
。
毛
錐
十
載
写
縦
横
不
尽
辺
彊
血
火
情
故
国
当
年
危
累
卵
義
旗
直
北
控
長
城
山
林
肉
満
胡
蹄
過
毛
錐
十
載
　
写
く
こ
と
縦
横
た
る
も
辺
彊
血
火
の
情
を
　
尽
く
さ
ず
故
国
当
年
　
危
き
こ
と
累
卵
た
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ
義
旗
直
北
し
　
長
城
を
控
う
山
林
肉
満
ち
て
　
胡
蹄
過
ぎ
一271一
郡拓の詩詞（日原）
子
弟
刀
環
空
巷
迎
戦
史
編
成
三
千
頁
仰
看
恒
岳
共
婬
礫
筆
走
龍
蛇
二
十
年
分
明
非
夢
亦
非
煙
文
章
満
紙
書
生
累
風
雨
同
舟
戦
友
賢
屈
指
当
知
功
與
過
関
心
最
是
後
争
先
平
生
翫
得
豪
情
在
挙
国
高
潮
望
接
天
子
弟
の
刀
環
　
空
巷
迎
う
戦
史
編
成
す
　
三
千
頁
　
　
　
　
　
み
恒
岳
を
仰
ぎ
看
れ
ば
　
共
に
峰
礫
た
り
　
第
一
首
は
一
九
四
八
年
六
月
永
久
の
記
念
と
し
た
」
（
作
者
自
注
）
員
会
へ
転
任
す
る
送
別
会
上
で
詠
ま
れ
、
　
こ
の
二
首
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
郡
拓
の
十
年
、
見
つ
め
る
詩
人
の
志
で
あ
る
。
筆
　
龍
蛇
を
走
ら
す
こ
と
　
二
十
年
分
明
た
り
夢
に
非
ら
ず
亦
煙
に
非
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ
文
章
紙
に
満
ち
て
　
書
生
累
え
　
　
　
　
と
も
風
雨
舟
を
同
に
し
て
　
戦
友
賢
し
指
を
屈
し
て
　
当
に
功
と
過
と
を
知
る
べ
し
関
心
す
る
は
最
も
是
れ
後
の
先
を
争
う
こ
と
　
　
か
平
生
藏
ち
得
て
　
豪
情
在
り
挙
国
の
高
潮
　
望
め
ば
天
に
接
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
　
　
お
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
「
晋
察
翼
日
報
』
終
刊
に
「
深
夜
、
発
稿
将
に
寛
ら
ん
と
し
、
詩
一
首
を
題
し
て
報
端
に
登
せ
、
　
　
　
も
の
、
後
の
一
首
は
一
九
五
九
年
二
月
、
「
人
民
日
報
」
社
長
を
解
任
さ
れ
、
北
京
市
党
委
　
　
　
　
　
〈
『
人
民
日
報
」
諸
同
志
に
留
別
す
〉
と
題
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
総
括
で
あ
り
、
生
涯
の
二
つ
の
異
な
る
”
岬
礫
”
を
一272一
郡拓の詩詞（日原）
　
ま
ず
前
一
首
。
『
戦
国
策
」
の
い
う
「
危
き
こ
と
累
卵
の
如
き
」
故
国
を
憂
い
、
晋
察
翼
辺
彊
に
身
を
投
じ
、
縦
横
無
尽
に
自
分
の
武
器
で
あ
る
筆
を
ふ
る
っ
て
十
年
。
解
放
戦
争
は
多
く
の
犠
牲
と
労
苦
、
「
血
火
の
情
」
を
伴
な
い
な
が
ら
、
「
義
旗
」
が
「
胡
蹄
」
を
駆
逐
す
る
、
栄
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
前
線
で
命
を
か
け
て
出
版
し
続
け
た
『
晋
察
翼
日
報
』
は
そ
の
ま
ま
三
千
頁
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ね
戦
史
と
な
る
。
終
刊
は
そ
の
勝
利
の
”
啓
事
”
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
共
産
党
員
郡
拓
の
誇
り
と
任
務
達
成
の
満
足
感
を
静
か
に
漂
わ
せ
る
。
『
晋
察
翼
日
報
』
は
そ
の
歴
史
的
任
務
を
終
え
、
「
晋
察
魯
豫
人
民
日
報
』
と
合
併
さ
れ
、
や
が
て
「
人
民
日
報
』
へ
と
一
本
化
さ
れ
る
。
今
、
こ
の
十
年
を
ふ
り
返
り
恒
山
を
仰
ぎ
見
れ
ば
、
過
ぎ
て
き
た
歳
月
も
こ
の
山
の
よ
う
　
　
　
け
　
わ
に
何
と
峰
礫
し
か
っ
た
こ
と
か
。
郡
拓
の
詩
の
中
で
何
回
か
使
わ
れ
る
”
岬
礫
”
は
こ
こ
で
は
解
放
を
勝
ち
と
っ
て
、
青
春
の
目
標
実
現
の
喜
び
を
か
み
し
め
さ
せ
、
未
来
へ
の
希
望
を
つ
な
ぐ
、
越
え
ら
る
べ
き
”
峰
礫
”
で
あ
っ
た
。
　
そ
し
て
第
二
首
。
『
晋
察
翼
日
報
」
で
の
功
績
と
経
験
は
、
新
し
き
祖
国
の
中
央
機
関
誌
『
人
民
日
報
」
編
集
長
の
椅
子
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
十
年
、
誕
生
間
も
な
い
社
会
主
義
祖
国
の
新
聞
活
動
は
多
忙
を
極
め
、
郡
拓
は
龍
蛇
の
如
く
筆
を
走
ら
せ
続
け
る
。
土
地
改
革
・
三
反
五
反
運
動
・
反
右
派
闘
争
・
大
躍
進
運
動
、
そ
れ
ら
に
か
ら
む
党
内
の
権
力
闘
争
・
思
想
闘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
争
。
1
こ
れ
ら
の
中
で
懸
命
に
走
っ
て
き
た
自
分
は
、
尊
敬
し
て
や
ま
ぬ
毛
沢
東
か
ら
「
書
生
」
と
の
叱
責
を
受
け
、
『
人
民
日
報
」
を
去
る
。
今
、
一
つ
だ
け
明
ら
か
な
の
は
、
文
章
の
形
で
残
っ
た
、
夢
で
も
幻
で
も
な
い
自
分
の
仕
事
の
跡
。
そ
の
誇
り
は
、
晋
察
翼
時
代
に
新
聞
出
版
を
堅
持
し
続
け
た
誇
持
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
、
郡
拓
の
直
面
し
た
”
峰
蝶
”
は
、
十
年
前
の
戦
争
と
い
う
現
実
の
中
で
、
倒
す
べ
き
敵
の
姿
と
祖
国
解
放
と
い
う
明
ら
か
な
到
達
目
標
を
前
に
し
た
”
岬
礫
”
と
は
全
く
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
。
自
ら
が
信
じ
、
構
築
し
て
き
た
共
産
党
政
権
自
身
が
郡
拓
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
あ
り
方
を
批
判
す
る
と
い
う
新
た
な
”
峰
礫
”
で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
郡
拓
に
と
っ
て
は
、
古
人
の
如
き
”
隠
一273一
拓の詩詞（日原）
遁
”
と
い
う
退
路
は
な
く
、
革
命
第
一
世
代
の
強
靱
な
精
神
力
で
、
社
会
主
義
祖
国
の
建
設
1
そ
の
中
に
は
自
己
変
革
も
含
ま
れ
る
ー
と
い
う
”
婬
礫
”
へ
自
分
を
駆
り
立
て
る
他
な
い
。
終
句
を
新
し
い
未
来
へ
の
希
望
で
締
め
繰
っ
て
い
る
の
に
拘
ら
ず
、
こ
の
詩
の
「
文
章
満
紙
書
生
累
」
の
句
は
詩
全
体
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
、
郡
拓
の
”
婬
礫
”
を
語
る
よ
う
で
あ
る
。
　
第
一
の
”
峰
礫
”
は
、
郡
拓
自
身
の
「
私
」
と
し
て
の
使
命
感
と
「
公
」
と
し
て
果
す
べ
き
任
務
と
が
矛
盾
な
く
一
体
化
し
て
い
た
時
代
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
明
確
な
敵
の
存
在
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
の
”
峰
礫
”
は
、
郡
拓
の
「
私
」
が
「
公
」
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
　
こ
の
二
首
は
異
な
る
時
代
情
況
下
で
、
異
な
る
心
情
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
儀
礼
、
贈
答
、
又
は
公
的
立
場
で
の
半
強
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
的
発
表
の
必
要
か
ら
出
た
も
の
で
な
く
、
作
者
の
私
的
感
情
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
「
如
此
年
時
如
此
地
、
人
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
間
長
此
記
深
情
」
（
一
九
四
二
年
〈
心
盟
〉
）
と
自
ら
も
詠
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
、
こ
の
場
所
で
し
か
生
ま
れ
得
な
い
深
情
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
郡
拓
自
身
の
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
郡
拓
は
自
分
の
心
に
感
じ
た
も
の
意
外
は
自
分
の
も
の
で
な
い
、
と
一
見
当
然
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
二
重
の
意
味
で
必
ら
ず
し
も
常
識
で
は
な
か
っ
た
。
旧
詩
詞
の
古
典
引
用
・
踏
襲
は
、
や
や
も
す
れ
ば
語
句
の
借
用
の
範
囲
を
越
え
て
、
自
ら
の
感
情
を
も
古
人
の
そ
れ
と
同
化
さ
せ
、
安
住
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
新
中
国
の
度
重
な
る
政
治
抗
争
は
”
自
分
の
も
の
”
を
出
す
こ
と
に
慎
重
な
文
人
達
を
生
ん
だ
。
同
一
思
想
の
単
一
表
現
が
「
保
身
」
の
術
と
化
し
た
所
に
、
個
の
表
現
は
成
立
し
難
い
。
こ
の
問
題
は
後
に
言
及
す
る
が
、
郡
拓
は
実
作
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
中
国
文
化
の
”
岬
礫
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
り
と
も
闘
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
雑
文
に
お
け
る
「
古
為
今
用
」
「
推
陳
出
新
」
の
実
践
が
そ
の
闘
い
の
あ
り
方
の
一
つ
と
い
え
る
。
そ
れ
で
は
よ
り
「
私
」
的
「
言
志
」
の
要
素
の
強
い
詩
作
の
中
で
、
「
公
」
の
立
場
を
遵
守
し
つ
つ
、
い
か
に
「
私
」
的
部
分
を
一274一
出
そ
う
と
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
、
も
う
一
度
、
二
つ
の
”
峰
礫
”
時
代
の
詩
か
ら
見
直
し
て
み
た
い
。
二
、
第
一
の
”
岬
燦
”
郡拓の詩詞（日原）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ま
　
　
…
…
古
来
よ
り
燕
趙
は
、
豪
傑
の
聚
る
所
、
慷
慨
壮
歌
は
、
千
秋
景
慕
さ
る
。
方
今
板
蕩
た
る
山
河
、
冠
氣
未
だ
消
え
ず
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
お
お
い
　
　
黎
明
の
前
夜
、
国
難
猶
股
な
り
。
…
…
誠
に
宜
し
く
士
気
を
昂
揚
し
、
民
心
を
激
励
す
べ
く
、
燕
趙
の
詩
歌
を
以
て
、
三
　
　
軍
の
鼓
角
と
為
さ
ん
。
…
…
　
一
九
四
三
年
二
月
、
晋
察
翼
辺
区
参
議
会
議
に
お
い
て
提
議
さ
れ
た
「
燕
趙
詩
社
」
設
立
に
際
し
、
郡
拓
は
「
詩
社
縁
起
」
を
荘
重
な
四
六
騨
偲
体
で
、
こ
う
綴
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
ま
ず
皓
青
が
七
律
四
首
を
寄
せ
、
こ
れ
に
和
韻
し
て
、
郡
拓
は
辺
区
参
議
会
諸
老
に
贈
る
詩
を
書
く
。
い
み
じ
く
も
古
よ
り
の
悲
歌
慷
慨
の
燕
趙
の
地
に
あ
っ
て
、
抗
日
の
戦
い
の
中
に
あ
る
こ
と
が
、
勇
壮
で
、
縦
横
無
尽
に
古
典
・
故
事
を
引
い
た
作
品
を
作
ら
せ
て
い
る
。
詩
を
戦
意
昂
揚
の
一
手
段
と
し
て
い
る
の
が
、
「
信
ず
る
は
是
れ
毛
錐
能
く
敵
を
退
け
、
好
く
戦
毒
に
従
い
て
黎
明
に
向
わ
ん
を
」
（
其
一
）
、
「
話
す
莫
れ
銀
難
生
死
の
事
、
惟
だ
聞
か
ん
慷
慨
古
今
の
詩
」
（
基
二
）
の
よ
う
な
表
現
に
見
て
と
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
け
　
王
必
勝
は
「
郡
拓
同
志
的
生
平
和
文
学
活
動
」
の
中
で
、
戦
時
の
多
忙
な
中
で
の
郡
拓
の
詩
作
を
「
短
小
精
桿
、
構
思
集
中
、
感
情
表
達
の
為
の
軽
快
な
文
学
武
器
」
と
意
味
づ
け
、
そ
の
公
的
役
割
”
人
民
に
奉
仕
”
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
確
か
に
戦
時
の
文
人
の
「
公
」
は
戦
意
高
揚
の
た
め
の
讃
歌
・
挽
歌
の
創
作
に
あ
り
、
郡
拓
も
そ
の
役
割
を
果
し
て
い
る
。
郡
拓
が
辺
区
に
入
っ
て
間
も
な
い
一
九
三
六
年
十
一
月
に
作
っ
た
栓
牛
を
悼
む
詩
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
一275一
郡拓の詩詞（日原）
献
身
家
国
出
田
間
殺
敵
心
雄
起
掲
竿
奔
走
危
彊
嵯
柾
死
激
昂
闘
志
属
如
山
一
夫
但
得
肇
長
剣
片
息
寧
教
活
醜
狂
知
汝
重
泉
猶
切
歯
未
寒
熱
血
骨
先
寒
　
戦
死
・
横
死
は
単
な
る
悲
傷
・
哀
惜
を
越
え
、
さ
ぬ
強
烈
な
戦
意
が
終
句
の
、
れ
る
。
哀
悼
は
個
人
の
言
志
で
あ
り
つ
つ
、
心
激
励
の
「
公
」
的
役
割
を
に
な
う
こ
と
に
な
る
。
　
後
に
記
念
碑
に
彫
ら
れ
る
（一
緕
l
二
年
五
月
）
、
蘇
州
の
監
獄
で
知
り
合
っ
た
友
人
の
死
を
悼
む
せ
た
〈
祭
軍
城
〉
　
（
同
）
が
同
系
列
の
挽
歌
で
、
悼
”
四
・
八
”
遇
難
烈
士
〉
　
し
か
し
同
時
に
晋
察
翼
時
代
の
郡
拓
の
詩
作
に
は
、
身
を
家
国
に
献
げ
て
　
田
間
を
出
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
敵
を
殺
さ
ん
心
、
雄
に
し
て
　
起
ち
て
竿
を
掲
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
あ
あ
危
彊
に
奔
走
し
　
嵯
、
柾
死
せ
ん
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
は
げ
闘
志
を
激
昂
し
て
　
属
し
き
こ
と
山
の
如
し
　
　
　
　
　
　
　
　
と
一
夫
但
長
剣
を
繁
り
得
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
片
息
も
寧
ぞ
　
醜
粁
を
活
か
教
め
ん
　
　
　
　
よ
　
み
　
　
　
　
　
な
お
知
る
　
汝
重
泉
に
　
猶
　
切
歯
し
未
だ
熱
血
寒
え
ず
し
て
骨
先
に
寒
む
る
を
　
　
　
　
　
　
　
　
敵
へ
の
激
し
い
憎
悪
と
英
雄
へ
の
讃
歌
に
か
わ
る
。
死
し
て
も
醜
狂
聾
敵
を
赦
　
血
1
1
志
は
冷
た
い
土
の
中
で
も
さ
め
ず
、
骨
の
方
が
先
に
ひ
え
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
表
現
に
示
さ
　
　
　
　
　
　
味
方
の
中
の
共
通
感
情
で
あ
り
、
更
に
誌
上
発
表
さ
れ
る
こ
と
で
、
戦
意
高
揚
、
民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
ち
挽
歌
は
公
に
さ
れ
る
こ
と
で
、
”
人
民
に
奉
仕
す
る
”
の
で
あ
る
。
〈
狼
牙
山
五
壮
士
〉
（
一
九
四
一
年
九
月
）
、
華
北
新
華
日
報
社
長
の
戦
死
を
悼
む
〈
巽
何
雲
同
志
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
突
太
牟
〉
（
一
九
四
三
年
）
、
若
き
詩
人
・
軍
城
の
死
に
よ
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
、
〈
悼
鱈
奮
V
（
一
九
四
四
年
）
、
〈
題
馬
関
烈
士
墓
〉
（
一
九
四
五
年
）
、
〈
哀
（一
緕
l
六
年
四
月
）
等
多
く
の
秀
作
を
残
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
と
別
系
列
の
静
誼
な
私
的
感
情
を
湛
え
た
作
品
も
多
い
。
一276一
拓の詩詞（日原）
孤
窓
走
筆
街
声
沈
小
院
無
人
霜
月
侵
散
稿
案
前
書
未
寛
狂
歌
門
外
意
難
禁
風
移
樹
影
駆
昏
睡
火
逼
沸
壺
作
短
吟
軍
舎
夜
深
噺
戦
馬
明
朝
単
騎
又
漢
林
孤
窓
に
筆
を
走
ら
せ
て
　
街
声
沈
み
小
院
人
無
く
　
霜
月
侵
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
わ
稿
を
案
前
に
散
じ
て
　
書
、
未
だ
寛
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど
門
外
に
狂
歌
し
て
　
意
禁
め
難
し
風
は
樹
影
を
移
し
て
　
昏
睡
を
駆
り
火
は
沸
壺
に
逼
り
て
　
短
吟
を
作
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
な
な
軍
舎
　
夜
深
く
し
て
　
戦
馬
噺
き
明
朝
単
騎
も
て
　
又
漢
林
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
阜
平
夜
意
〉
一
九
四
〇
年
）
　
深
夜
、
一
人
原
稿
を
書
き
続
け
る
作
者
の
孤
影
が
窓
の
中
に
浮
か
ぶ
。
あ
た
り
に
は
声
な
く
、
寒
々
と
し
た
月
光
が
宿
舎
を
照
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
ら
す
。
し
か
し
こ
の
静
寂
は
あ
く
ま
で
も
戦
時
の
張
り
つ
め
た
静
寂
で
し
か
な
い
。
戦
時
は
そ
の
特
殊
情
況
か
ら
、
一
種
の
独
得
な
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
生
み
出
す
。
そ
ん
な
「
私
」
的
感
情
を
詠
ん
だ
、
清
例
な
静
寂
さ
と
緊
迫
感
の
漂
う
同
系
列
の
詩
に
は
、
〈
憶
日
ト
〉
〈
反
”
掃
蕩
”
途
中
〉
（
一
九
四
三
年
）
、
丁
一
嵐
夫
人
へ
の
一
連
の
贈
答
詩
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
詩
本
来
の
言
志
　
　
　
「
私
」
的
感
情
の
吐
露
ー
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
、
郡
拓
個
人
の
「
私
」
と
い
え
る
が
、
同
時
に
そ
れ
が
、
味
方
の
共
通
感
情
を
代
弁
す
る
と
い
う
意
味
で
、
「
公
」
と
も
な
り
得
る
。
即
ち
、
衷
鷹
が
当
時
の
郡
拓
の
詩
を
「
燕
趙
英
蒙
の
慷
慨
悲
歌
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
と
「
南
国
児
女
の
清
新
妖
媚
」
と
が
同
居
し
た
、
も
の
と
評
す
る
言
い
方
を
か
り
れ
ば
、
前
者
を
「
公
」
、
後
者
を
「
私
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
一277一
郡拓の詩詞（日原）
そ
れ
で
は
、
郡
拓
の
当
時
の
詩
に
純
粋
に
「
私
」
的
と
言
え
る
も
の
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
つ
ら
三
十
帳
無
成
難
危
一
命
軽
斯
文
難
済
世
多
病
亦
聞
名
零
落
荒
山
色
蒼
涼
宝
剣
鳴
風
波
游
万
里
黙
黙
即
平
生
三
十
に
し
て
　
成
す
無
き
を
帳
み
銀
危
　
一
命
軽
し
　
　
　
　
す
く
斯
文
　
世
を
済
い
　
難
く
多
病
　
亦
た
名
　
聞
ゆ
零
落
た
り
　
荒
山
の
色
蒼
涼
と
し
て
　
宝
剣
鳴
る
風
波
　
万
里
に
遊
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
黙
黙
と
し
て
　
平
生
に
即
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
答
客
間
〉
【
九
四
二
年
）
　
「
客
」
は
丁
一
嵐
で
あ
る
と
、
成
美
「
郡
拓
詩
集
」
の
校
注
に
あ
る
が
、
こ
の
詩
に
は
、
前
掲
の
諸
詩
に
は
な
い
、
詩
人
の
心
の
屈
折
が
見
ら
れ
る
。
　
生
死
を
か
け
た
新
聞
発
行
の
堅
持
に
、
彼
は
自
己
満
足
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ー
「
三
十
に
し
て
立
つ
」
と
い
う
が
、
私
は
三
十
を
迎
え
て
も
何
の
成
果
も
あ
げ
て
い
な
い
。
難
難
の
前
に
は
、
自
分
の
命
な
ぞ
軽
い
も
の
だ
。
私
の
筆
に
よ
っ
て
世
を
す
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
済
え
る
と
は
思
え
ず
、
多
病
の
私
は
た
だ
名
の
み
が
高
い
だ
け
だ
。
危
急
存
亡
の
時
に
あ
っ
て
も
、
自
分
は
黙
黙
と
日
常
の
仕
事
　
つに
即
く
し
か
な
い
。
ー
郡
拓
は
戦
時
の
「
斯
文
」
の
無
力
を
包
ま
ず
さ
ら
け
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
郡
拓
の
「
私
」
で
あ
る
。
　
”
人
民
に
奉
仕
す
る
”
意
味
も
、
味
方
の
共
通
感
情
の
代
弁
も
こ
こ
に
は
な
い
。
一278一
郡拓の詩詞（日原）
　
も
う
一
首
、
や
は
り
丁
一
嵐
に
あ
て
た
一
九
四
四
年
の
〈
中
秋
〉
も
、
純
粋
に
「
私
」
的
な
詩
の
別
類
の
一
例
と
し
て
特
長
あ
る
も
の
と
い
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ど
　
　
春
去
秋
還
幾
月
圓
　
　
春
去
り
秋
還
り
て
　
幾
月
圓
か
な
る
や
　
　
中
秋
又
見
月
如
盤
　
　
中
秋
に
又
見
た
り
　
月
は
盤
の
如
し
　
　
西
風
一
馬
無
余
物
　
　
西
風
に
一
馬
　
余
物
無
く
　
　
秋
色
満
懐
到
李
園
　
　
秋
色
懐
に
満
ち
て
　
李
園
に
到
る
　
一
人
静
か
に
中
秋
の
月
の
中
に
歳
月
の
流
れ
を
見
る
こ
の
情
景
詩
は
、
絵
画
的
美
し
さ
を
全
面
に
出
し
、
詩
人
の
内
外
の
具
体
的
情
況
を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
年
の
伝
記
は
、
彼
が
党
学
校
で
の
学
習
に
送
ら
れ
、
厳
し
い
幹
部
審
査
を
受
け
た
事
実
を
語
っ
て
い
る
。
更
に
党
は
彼
に
新
作
京
劇
〈
李
自
成
進
京
〉
の
脚
本
著
作
を
命
じ
、
郡
拓
は
そ
の
使
命
を
果
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
も
も
そ
の
事
実
を
反
映
さ
せ
て
読
む
と
、
こ
の
詩
は
俄
に
具
体
性
を
帯
び
る
。
結
句
の
「
李
園
」
は
一
般
的
な
李
の
園
の
裏
に
京
劇
界
の
意
を
か
け
て
い
る
。
「
西
風
一
馬
無
余
物
」
は
党
の
命
を
奉
じ
て
、
未
経
験
の
京
劇
脚
本
を
、
党
の
立
場
に
立
っ
て
一
人
執
筆
し
よ
う
と
し
て
い
る
郡
拓
の
孤
影
の
よ
う
だ
。
こ
の
党
学
校
で
の
学
習
は
、
郡
拓
に
党
内
文
人
と
し
て
の
「
公
」
の
あ
り
方
を
認
識
さ
せ
た
、
初
め
て
の
組
織
的
圧
力
と
言
え
た
。
こ
の
詩
は
党
の
任
務
に
黙
々
と
従
う
、
郡
拓
の
「
私
」
の
心
象
風
景
と
も
い
え
よ
う
。
　
自
ら
の
も
つ
”
文
人
性
”
で
”
人
民
に
奉
仕
す
る
”
と
い
う
課
題
は
、
解
放
後
の
第
二
の
”
蠕
礫
”
へ
引
き
継
が
れ
る
。
更
に
「
公
」
の
党
員
・
郡
拓
と
「
私
」
の
文
人
・
郡
拓
を
如
何
に
共
存
・
調
和
さ
せ
う
る
か
は
、
文
化
革
命
が
党
に
投
げ
か
け
た
問
い
で
も
あ
っ
た
。
一279一
郡拓の詩詞（日原）
三
、
第
二
の
“
岬
蝶
”
　
一
九
四
九
年
、
作
と
し
て
唯
一
、
た
詩
で
あ
る
。
　
　
来
詩
天
末
写
残
箋
　
　
猛
憶
児
時
課
読
慶
　
　
風
送
塔
鈴
遥
自
語
　
　
月
沈
鳥
夢
静
初
圓
　
　
高
堂
貧
病
暮
年
苦
　
　
戦
友
青
春
新
歳
還
　
　
郷
国
今
朝
欣
解
放
　
　
好
将
馬
列
作
家
伝
新
中
国
成
立
の
秋
、
郡
拓
の
詩
作
は
意
外
に
少
な
く
、
建
国
の
祝
賀
詩
を
残
し
て
い
な
い
。
祝
賀
詩
に
か
わ
る
〈
寄
父
〉
（
一
九
四
九
年
九
月
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
今
の
自
分
の
原
点
に
な
っ
た
父
の
教
育
に
思
い
を
駆
け
　
自
分
に
と
っ
て
詩
は
天
の
涯
か
ら
や
っ
て
き
て
、
の
頃
、
父
に
課
せ
ら
れ
た
、
を
確
認
す
る
。
清
朝
最
後
の
挙
人
と
し
て
貧
し
い
教
師
で
一
家
を
さ
さ
え
た
父
の
苦
労
と
自
分
と
同
世
代
の
戦
友
の
新
た
な
希
望
詩
　
天
末
よ
り
来
り
て
　
残
箋
に
写
し
に
わ
か
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
猛
に
憶
う
　
児
時
　
課
読
に
慶
し
め
る
を
風
は
塔
鈴
を
送
り
　
遥
か
に
自
語
す
月
沈
み
鳥
夢
み
て
　
静
か
な
り
初
圓
高
堂
に
貧
病
に
し
て
　
暮
年
苦
し
み
戦
友
青
春
に
し
て
　
新
歳
還
る
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
こ
郷
国
今
朝
　
解
放
を
欣
び
　
　
マ
ル
ク
ス
　
レ
ぼ
ニ
ン
も
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
好
く
　
馬
列
を
将
て
　
家
伝
と
作
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紙
の
き
れ
は
し
に
書
き
つ
け
る
も
の
。
そ
ん
な
詩
作
が
で
き
る
の
は
、
子
供
懸
命
の
暗
記
の
賜
物
で
あ
る
。
詩
人
は
少
年
時
代
を
過
し
た
故
郷
の
風
景
と
と
も
に
、
自
ら
の
原
点
一280一
郡拓の詩詞（日原）
を
対
比
す
る
。
新
時
代
－
解
放
　
　
の
到
来
で
、
科
挙
の
遺
風
の
残
る
我
が
家
も
、
今
や
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
著
作
を
家
伝
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
自
分
の
旧
詩
の
基
礎
を
否
定
し
な
い
。
自
分
の
原
点
は
あ
く
ま
で
も
古
典
に
あ
る
。
　
郡
拓
の
ど
の
伝
記
も
彼
の
年
少
よ
り
の
詩
作
、
広
い
古
典
知
識
、
必
死
の
読
書
・
勉
学
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
は
重
ね
て
述
べ
な
い
。
た
だ
郡
拓
が
古
典
を
自
ら
の
血
肉
と
し
て
手
離
さ
ず
、
そ
の
中
に
今
も
活
き
る
意
味
を
探
し
出
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
ま
ず
特
筆
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
戦
闘
と
い
う
第
一
の
”
峰
礫
”
を
越
え
た
郡
拓
に
は
、
体
制
内
で
の
形
を
か
え
た
”
岬
礫
”
が
待
っ
て
い
た
。
　
一
九
四
九
年
の
〈
寄
父
〉
の
後
、
一
九
五
三
年
の
〈
挽
徐
悲
鴻
〉
ま
で
の
四
年
間
、
そ
の
詩
作
は
現
在
の
詩
集
に
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
四
年
間
、
一
九
五
七
年
の
李
白
超
・
高
超
に
贈
っ
た
〈
賀
新
婚
〉
ま
で
も
空
白
の
期
間
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
前
後
八
年
間
の
詩
作
の
空
白
は
、
初
期
『
人
民
日
報
』
の
超
多
忙
な
仕
事
と
、
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
多
忙
と
い
う
”
岬
礫
”
は
郡
拓
に
と
っ
て
は
第
一
の
”
婬
礫
”
と
同
様
、
越
え
ら
る
べ
き
喜
び
で
あ
っ
た
ろ
う
。
　
し
か
し
、
一
九
五
七
年
四
月
、
毛
沢
東
は
郡
拓
を
「
死
人
の
新
聞
作
り
」
と
批
判
。
六
月
、
延
安
時
代
か
ら
の
子
飼
の
ジ
ャ
i
　
　
　
　
　
　
　
の
ロ
ナ
リ
ス
ト
呉
冷
西
を
自
ら
編
集
長
に
任
命
し
、
路
線
・
政
策
等
主
要
面
を
担
当
さ
せ
、
郡
拓
に
は
「
社
長
」
の
名
を
与
え
、
評
論
・
文
芸
面
の
分
掌
を
命
じ
る
。
郡
拓
に
と
っ
て
は
運
命
の
皮
肉
か
、
毛
沢
東
の
「
百
家
争
鳴
・
百
花
斉
放
」
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
呼
応
し
て
、
一
九
五
六
年
自
ら
が
改
版
を
推
行
し
た
『
人
民
日
報
』
の
増
版
部
分
　
　
評
論
・
文
芸
部
分
の
責
任
者
に
実
質
的
に
降
格
し
た
わ
け
で
あ
る
。
　
そ
の
新
た
な
責
を
自
分
自
身
の
筆
で
負
お
う
と
す
る
か
の
如
く
、
一
九
五
七
年
末
、
宝
成
鉄
道
開
通
式
を
取
材
し
、
五
日
で
書
一281一
郡拓の詩詞（日原）
き
上
げ
た
〈
英
雄
的
道
〉
は
、
翌
年
正
月
二
日
の
専
用
コ
ラ
ム
を
飾
り
、
又
、
詩
も
元
旦
賀
詩
〈
東
風
第
一
枝
〉
、
二
月
十
四
日
の
追
悼
詩
く
挽
黄
敬
同
志
V
と
、
再
び
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
人
民
日
報
」
の
主
軸
の
編
集
の
仕
事
か
ら
文
芸
面
に
追
わ
れ
る
形
と
な
っ
た
郡
拓
だ
が
、
こ
こ
に
「
双
百
」
と
い
う
文
化
革
命
の
推
進
者
で
あ
る
自
覚
と
共
に
、
自
分
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
存
在
意
味
を
見
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
一
九
五
八
年
一
月
、
毛
沢
東
は
さ
ら
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
彼
を
「
無
能
」
と
批
判
。
八
月
に
は
そ
の
「
社
長
」
の
任
も
解
い
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
無
論
「
反
右
派
運
動
」
の
あ
お
り
と
も
言
え
る
が
、
こ
れ
で
郡
拓
1
1
「
右
派
」
と
短
絡
さ
せ
る
の
は
軽
率
で
あ
る
。
こ
の
後
、
一
九
五
八
年
三
月
四
日
、
中
共
中
央
直
属
倶
楽
部
で
郡
拓
が
行
な
っ
た
報
告
〈
新
聞
戦
線
上
的
社
会
主
義
革
命
〉
は
小
冊
子
化
さ
れ
、
「
反
右
派
闘
争
の
教
材
」
に
さ
え
な
っ
て
い
る
。
政
治
家
と
し
て
は
、
翌
年
五
九
年
四
月
、
第
一
期
に
ひ
き
つ
づ
き
第
二
期
全
人
代
代
表
に
な
っ
て
い
る
。
「
人
民
日
報
』
に
も
四
月
九
日
、
単
文
生
筆
名
で
〈
談
”
将
才
”
〉
、
六
月
一
日
、
左
海
筆
名
に
よ
る
美
術
評
論
〈
児
童
画
的
風
格
〉
、
一
九
六
〇
年
二
月
一
三
日
〈
給
美
術
創
作
帯
来
新
的
生
命
〉
と
続
い
て
発
表
す
る
な
ど
、
そ
の
『
人
民
日
報
」
と
の
文
芸
的
つ
な
が
り
は
断
た
れ
て
い
な
い
。
彼
に
超
多
忙
と
い
う
”
岬
礫
”
を
与
え
て
い
た
『
人
民
日
報
』
と
の
距
離
の
拡
が
り
は
、
む
し
ろ
彼
の
評
論
・
雑
文
・
詩
詞
の
創
作
量
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
多
く
な
さ
れ
る
、
伝
統
的
題
画
詩
を
軸
と
し
た
郡
拓
の
「
文
人
性
」
の
発
揮
も
、
趣
味
・
教
養
か
ら
で
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
当
時
の
党
・
政
府
の
中
国
文
化
発
揚
政
策
を
見
据
え
、
そ
れ
に
呼
応
し
よ
う
と
し
た
試
み
と
い
え
る
。
当
時
の
米
ソ
両
大
国
と
の
激
し
い
対
立
へ
む
か
っ
て
い
く
情
勢
は
、
中
国
に
そ
の
固
有
の
伝
統
文
化
・
価
値
観
に
、
独
自
の
優
位
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
努
力
に
馳
り
た
て
た
。
こ
こ
に
郡
拓
が
中
国
の
伝
統
で
あ
る
旧
詩
を
作
り
、
古
人
に
学
ぶ
言
論
を
展
開
す
る
の
を
受
容
し
、
奨
励
す
る
時
代
雰
囲
気
が
生
ま
れ
て
い
た
。
一282一
　
即
ち
、
第
二
の
”
蠕
礫
”
は
ま
ず
郡
拓
に
旧
詩
詞
の
世
界
で
そ
の
能
力
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
当
然
、
新
時
代
の
文
芸
に
要
求
さ
れ
る
、
封
建
時
代
の
”
文
人
”
と
は
一
線
を
画
し
た
階
級
性
が
要
求
さ
れ
た
。
郡
拓
は
毛
沢
東
の
批
判
に
よ
っ
て
、
「
公
」
と
し
て
の
「
文
人
」
の
自
分
が
、
何
を
も
っ
て
「
新
王
朝
」
に
仕
え
る
べ
き
か
の
方
向
性
を
示
さ
れ
、
あ
る
場
に
お
い
て
は
、
「
私
」
を
矯
め
る
形
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
よ
り
複
雑
な
”
婬
礫
”
の
中
に
身
を
投
じ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
そ
の
努
力
の
表
出
の
例
と
し
て
、
一
九
五
八
年
以
降
に
書
か
れ
た
旧
詩
詞
、
題
画
詩
を
と
り
あ
げ
て
論
じ
て
み
た
い
。
郡拓の詩詞（日原）
　
e
新
時
代
の
旧
詩
　
旧
詩
詞
は
誰
に
で
も
、
俄
に
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
解
釈
・
分
析
以
前
の
丸
暗
記
に
よ
っ
て
、
語
彙
・
格
律
・
韻
が
メ
ロ
デ
ィ
と
し
て
頭
に
刻
ま
れ
て
い
る
基
礎
の
上
に
、
初
め
て
風
景
や
情
況
を
切
り
取
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
律
の
合
わ
な
い
、
旧
詩
詞
の
形
を
と
り
得
て
い
な
い
偽
旧
詩
詞
を
郡
拓
は
激
し
く
批
判
す
る
。
し
か
し
、
独
自
性
・
創
造
性
の
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
け
ら
も
な
い
旧
詩
詞
の
盲
目
的
踏
襲
に
は
さ
ら
に
厳
し
く
、
「
死
板
」
と
し
て
否
定
さ
え
し
て
い
る
。
　
伝
統
の
上
に
立
っ
た
「
新
」
へ
の
試
み
は
、
当
時
の
山
水
図
の
中
に
描
か
れ
た
工
事
現
場
の
旗
や
送
電
線
の
姿
が
端
的
に
物
語
る
よ
う
に
、
新
国
家
の
新
し
き
息
吹
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
が
文
芸
工
作
者
の
使
命
と
出
路
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
絵
画
の
「
新
」
し
さ
へ
の
動
き
と
全
く
揆
を
一
に
す
る
よ
う
に
、
郡
拓
の
詩
作
に
も
同
様
の
対
応
が
見
ら
れ
る
。
題
画
詩
と
し
て
初
期
の
〈
為
楊
先
譲
画
題
詩
〉
（
一
九
五
八
年
六
月
）
を
例
に
あ
げ
て
み
る
。
　
　
経
行
柳
岸
又
桃
漢
　
　
経
行
す
柳
岸
　
又
桃
漢
一283一
郡拓の詩詞（日原）
　
　
景
物
迷
人
路
亦
迷
　
　
景
物
人
を
迷
わ
せ
　
路
亦
　
迷
う
　
　
借
問
磯
場
何
処
是
　
　
借
問
す
磧
場
何
れ
の
所
に
か
是
な
る
　
　
牧
童
指
点
此
山
西
　
　
牧
童
指
点
す
　
此
の
山
の
西
　
ま
ず
柳
の
岸
・
桃
の
漢
と
い
う
春
の
伝
統
的
景
物
の
道
具
立
て
が
こ
の
詩
の
世
界
を
絵
画
的
に
切
り
と
っ
て
み
せ
る
。
そ
の
美
し
さ
は
古
人
と
同
じ
よ
う
に
今
人
を
も
魅
了
し
、
路
を
迷
わ
せ
る
。
こ
こ
ま
で
読
む
と
、
春
の
美
し
さ
に
誘
わ
れ
、
い
つ
か
桃
源
郷
に
迷
い
込
ん
で
い
く
と
い
う
、
伝
統
的
田
園
へ
の
回
帰
、
現
世
か
ら
の
逃
避
、
そ
し
て
隠
遁
へ
と
連
想
が
続
く
。
し
か
し
そ
れ
は
転
句
で
見
事
に
転
換
し
、
伝
統
世
界
へ
の
没
入
を
許
さ
な
い
。
借
問
す
　
　
こ
の
転
句
の
出
出
し
は
、
当
然
杜
牧
の
清
明
の
詩
の
「
借
問
酒
家
何
処
有
、
牧
童
遙
指
杏
花
村
」
に
連
想
が
続
く
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
「
借
問
」
し
て
い
る
の
は
「
酒
家
」
で
は
な
く
、
「
鉱
山
」
の
場
所
で
あ
る
。
詩
人
は
春
の
景
色
に
誘
わ
れ
、
遊
び
、
酒
を
酌
む
の
で
は
な
い
。
今
も
昔
と
変
わ
ら
ぬ
風
物
の
中
、
詩
人
の
行
為
の
対
象
と
目
的
が
か
わ
っ
て
い
る
。
詩
人
は
「
鉱
山
」
目
国
の
支
柱
産
業
の
現
場
の
あ
る
所
、
を
問
う
て
い
る
。
こ
こ
の
生
産
活
動
に
身
を
投
ず
べ
く
行
く
か
、
参
観
・
学
習
に
行
く
か
、
い
つ
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
作
者
の
階
級
的
立
場
も
鮮
明
化
す
る
の
で
あ
る
。
明
確
な
古
典
的
世
界
の
中
に
新
語
・
新
生
事
物
を
詠
み
込
む
こ
と
に
よ
る
”
出
新
”
は
、
題
し
た
画
に
対
応
し
た
こ
と
に
よ
る
当
然
の
帰
結
で
あ
る
が
、
郡
拓
は
こ
の
あ
り
方
に
自
分
の
”
新
”
を
見
出
し
て
い
た
と
考
え
る
。
類
似
の
傾
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
は
、
一
九
六
一
年
冬
〈
看
呉
作
人
等
東
北
採
風
画
展
〉
の
中
の
「
昔
年
辺
塞
地
、
今
日
稲
梁
倉
。
躍
進
経
三
載
、
紅
旗
挙
八
荒
」
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
三
月
、
李
克
鍮
の
画
に
題
し
た
〈
迎
春
舞
〉
の
「
更
慰
辛
勤
公
社
人
」
「
集
体
分
工
飛
健
歩
」
、
一
九
六
三
年
春
節
〈
献
歳
〉
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
の
「
瑞
池
金
谷
雲
根
浅
、
公
社
陽
披
沃
土
波
」
等
の
表
現
に
も
見
ら
れ
、
そ
の
例
は
枚
挙
の
暇
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
”
新
”
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
出
し
方
に
つ
い
て
、
後
の
郡
拓
は
”
推
陳
出
新
”
に
よ
っ
て
出
す
べ
き
”
新
”
は
当
然
”
社
会
主
義
の
新
”
で
あ
る
と
断
言
し
、
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こ
の
系
列
の
詩
作
を
「
公
」
的
立
場
で
理
論
的
に
裏
付
け
し
て
い
る
。
　
こ
の
」
推
陳
出
新
”
の
価
値
観
は
新
聞
発
表
の
為
の
「
公
」
的
創
作
に
止
ま
ら
ず
交
流
の
深
か
っ
た
画
家
と
の
「
私
」
的
の
贈
答
詩
の
中
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
　
自
分
の
所
蔵
す
る
李
営
邸
〈
雪
影
鶴
林
図
〉
、
蘇
東
披
〈
瀟
湘
竹
石
図
〉
を
共
に
観
賞
し
た
金
陵
画
派
の
亜
明
に
記
念
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
ほ
　
贈
っ
た
詩
に
、
「
爾
我
芸
徒
同
欣
賞
、
好
覚
創
作
不
為
奴
」
と
、
こ
の
二
大
画
家
か
ら
、
人
の
模
倣
・
隷
属
を
退
け
る
精
神
を
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
ぶ
志
を
詠
み
、
一
九
六
三
年
秋
、
蘇
画
盧
を
訪
れ
た
光
畑
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
詩
を
贈
っ
て
い
る
。
　
　
不
学
侃
迂
與
米
顛
　
　
悦
迂
と
米
顛
と
を
学
ば
ず
　
　
独
師
造
化
出
天
然
　
　
独
り
造
化
を
師
と
し
て
　
天
然
を
出
す
　
　
創
新
一
路
風
雲
壮
　
　
創
新
の
一
路
　
風
雲
壮
な
り
　
　
万
水
千
山
到
眼
前
　
　
万
水
千
山
　
眼
前
に
到
る
　
偉
大
な
先
人
侃
磧
・
米
苗
の
模
倣
を
せ
ず
、
造
化
を
師
と
し
て
自
然
の
姿
を
描
き
出
す
。
目
指
す
新
し
き
創
造
の
道
は
壮
大
で
万
水
・
千
山
が
眼
前
に
現
出
す
る
。
新
し
い
時
代
を
生
き
る
芸
術
家
の
任
務
は
”
新
”
の
創
造
で
あ
り
、
詩
人
・
郡
拓
の
使
命
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り
も
あ
る
。
こ
の
価
値
観
は
後
に
書
か
れ
た
散
文
〈
鄭
板
橋
和
”
板
橋
体
”
〉
に
も
明
確
に
出
て
い
る
。
こ
の
一
文
の
中
で
郡
拓
は
、
世
に
知
る
人
の
少
な
い
、
鄭
板
橋
の
〈
深
山
蘭
竹
図
〉
と
そ
の
題
詩
を
紹
介
し
、
　
　
…
…
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
彼
が
県
知
事
の
職
に
あ
り
な
が
ら
、
心
の
中
で
は
、
す
で
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
る
頃
の
作
で
あ
っ
　
　
て
、
画
意
と
詩
情
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
…
…
　
と
、
画
意
と
詩
情
の
一
致
に
あ
る
べ
き
姿
を
ま
ず
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
郡
拓
の
筆
は
鄭
板
橋
へ
の
讃
美
に
留
ま
ら
ず
、
も
う
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一
歩
進
ん
で
、
そ
の
鄭
板
橋
の
体
に
学
び
、
安
住
す
る
こ
と
へ
の
警
告
を
も
鳴
ら
す
。
鄭
板
橋
が
ど
ん
な
に
独
自
の
境
地
を
開
き
、
独
創
的
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
学
び
、
遵
守
し
、
さ
ら
に
「
板
橋
体
」
と
い
う
派
閥
を
築
く
な
ら
、
や
は
り
、
形
式
化
、
隷
属
化
の
弊
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
　
　
…
…
し
か
し
”
板
橋
体
”
を
学
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
最
も
重
要
な
点
は
、
板
橋
の
魂
を
つ
か
む
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
板
橋
体
　
　
の
魂
と
は
何
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
お
い
て
、
自
ら
主
人
公
と
な
り
、
人
の
奴
隷
と
な
ら
な
い
精
神
で
あ
　
　
る
。
…
…
　
　
　
こ
の
発
言
は
郡
拓
の
生
涯
を
貫
い
た
基
本
的
価
値
観
な
の
で
あ
る
。
　
口
　
填
詞
に
お
け
る
試
み
　
一
九
五
七
年
の
「
毛
沢
東
詩
詞
選
一
出
版
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
郡
拓
の
填
詞
は
、
「
人
民
日
報
』
を
去
っ
て
以
後
増
加
す
る
。
そ
れ
以
前
の
作
と
し
て
は
一
九
四
五
年
の
〈
沁
園
春
・
歩
毛
主
席
原
韻
〉
、
〈
清
平
楽
・
慶
祝
抗
戦
勝
利
〉
の
二
首
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
　
一
九
五
九
年
以
降
の
詞
は
、
賛
・
頒
等
の
明
る
く
、
平
易
な
表
現
が
目
立
つ
が
、
一
例
と
し
て
一
九
六
二
年
五
月
の
〈
醇
花
陽
・
毛
首
席
文
芸
講
話
二
十
年
〉
を
あ
げ
て
み
る
。
　
　
二
十
年
前
開
論
戦
　
　
二
十
年
前
　
論
戦
を
開
き
　
　
芸
苑
風
雲
変
　
　
　
　
芸
苑
　
風
雲
変
ず
　
　
講
話
出
延
安
　
　
　
　
講
話
　
延
安
よ
り
出
で
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毛
主
席
の
　
　
と
あ
る
。
前
関
は
二
十
年
前
の
文
芸
講
話
に
よ
っ
て
、
か
ん
ば
か
り
だ
と
讃
美
し
、
文
芸
作
品
ま
で
、
百
花
績
乱
、
十
月
〈
斉
天
楽
・
国
慶
十
五
周
年
〉
等
が
あ
り
、
時
代
。
…
…
」
の
よ
う
な
、
　
〈
浪
淘
沙
・
新
英
雄
譜
〉
当
時
の
中
国
人
の
熟
知
す
る
九
人
の
英
雄
1
ー
趙
一
曼
、
雷
鋒
－
へ
の
賛
で
あ
る
。
れ
た
も
の
で
、
郡
拓
が
自
ら
の
責
務
に
準
じ
た
一
実
例
で
あ
る
。
　
　
筆
陣
文
旗
　
　
浩
気
衝
香
漢
　
　
工
農
大
衆
千
百
万
　
　
建
国
宏
猷
遠
　
　
白
雪
報
陽
春
　
　
下
里
巴
人
　
　
姥
紫
婿
紅
賛
作
者
自
注
に
、
枕
」
筆
陣
文
旗
　
　
　
　
　
　
つ
浩
気
　
脊
漢
を
衝
く
工
農
の
大
衆
　
千
百
万
建
国
　
宏
猷
遠
し
白
雪
　
陽
春
を
報
じ
下
里
の
巴
人
も
姥
紫
婿
紅
に
賛
む
　
『
延
安
文
芸
座
談
会
に
お
け
る
講
話
』
二
十
周
年
記
念
に
「
漫
書
〈
醇
花
陽
〉
一
閲
、
籍
表
慶
祝
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
以
後
の
文
芸
界
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
気
が
大
空
を
突
後
関
で
は
、
宋
玉
の
典
故
「
白
雪
陽
春
」
「
下
里
巴
人
」
を
引
き
、
高
尚
な
文
芸
作
品
か
ら
通
俗
的
　
色
と
り
ど
り
に
咲
き
乱
れ
る
、
と
華
麗
に
し
め
く
く
る
。
こ
れ
と
同
系
列
の
詞
に
は
一
九
六
四
年
　
　
　
　
　
　
　
　
「
中
華
有
史
三
千
載
、
人
民
把
江
山
改
。
革
命
長
征
、
翻
身
古
国
、
写
出
耕
新
体
制
讃
美
の
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（一
纔
Z
二
年
七
月
）
も
郡
拓
の
党
内
文
人
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
”
賛
”
の
典
型
例
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劉
胡
閑
、
董
存
瑞
、
楊
根
思
、
羅
盛
教
、
楊
連
弟
、
黄
継
光
、
向
秀
麗
、
こ
の
よ
う
な
填
詞
は
明
ら
か
に
、
発
表
し
、
宣
伝
効
果
を
上
げ
る
「
公
」
的
役
割
を
意
識
し
て
書
か
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し
か
し
、
こ
こ
で
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
郡
拓
が
あ
く
ま
で
も
党
員
詞
人
と
し
て
の
立
場
を
守
り
つ
つ
、
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
自
分
と
し
て
の
新
た
な
試
み
を
も
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
郡
拓
は
あ
ま
り
一
般
的
に
使
わ
れ
な
い
詞
牌
で
の
填
詞
を
試
み
る
と
同
時
に
、
既
に
メ
ロ
デ
ィ
と
内
容
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
詞
牌
に
再
び
内
容
と
の
協
調
を
は
か
ろ
う
と
す
る
。
例
え
ば
、
悲
憤
慷
慨
を
う
た
う
「
満
江
紅
」
で
〈
慰
問
国
防
前
戦
指
戦
員
〉
、
　
〈
寄
青
年
朋
友
〉
（
一
九
六
一
二
年
）
を
、
〈
頒
十
三
陵
水
庫
〉
（
一
九
六
〇
年
）
で
は
、
水
に
関
連
す
る
「
水
龍
吟
」
を
、
題
画
詞
〈
赴
集
〉
（
一
九
六
〇
年
）
で
は
「
憶
多
姿
」
を
、
〈
黒
天
鵡
〉
（
一
九
六
二
年
）
で
は
「
秋
波
媚
」
を
、
画
家
・
謝
椎
柳
に
贈
る
詞
（
一
九
六
二
年
）
に
は
「
画
堂
春
」
を
、
と
い
う
よ
う
に
、
極
力
、
関
連
性
、
連
想
性
を
有
し
た
詞
牌
で
の
創
作
に
挑
戦
し
て
い
る
。
　
郡
拓
の
詞
に
お
け
る
伝
統
の
継
承
と
「
出
新
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
更
に
次
の
二
例
か
ら
若
干
の
言
及
を
し
て
お
き
た
い
。
　
一
九
五
九
年
七
月
十
一
日
、
飛
行
機
事
故
で
三
九
歳
の
命
を
散
ら
し
た
武
昌
の
女
流
画
家
・
姜
燕
の
一
周
忌
に
、
郡
拓
は
そ
の
へ怨
を
伝
統
詞
牌
〈
昭
君
怨
〉
で
書
い
て
い
る
。
三
十
九
年
生
命
百
幅
丹
青
似
錦
芸
術
最
堪
誇
考
嬬
嬬
想
見
武
昌
黄
鶴
舞
影
長
空
緯
約
画
夢
入
瑳
楼
三
十
九
年
の
生
命
百
幅
の
丹
青
錦
に
似
た
り
芸
術
　
最
も
誇
る
に
堪
う
考
嬬
嬬
想
見
す
　
武
昌
の
黄
鶴
舞
影
　
長
空
に
緯
約
た
り
画
夢
　
瑳
楼
に
入
り
一288一
拓の詩詞（日原）
　
　
去
悠
悠
　
　
　
　
　
去
り
て
悠
悠
た
り
　
三
十
九
年
の
命
の
中
で
画
い
た
作
品
百
余
幅
。
全
て
錦
の
如
く
、
好
評
を
博
し
た
が
、
そ
の
芸
術
作
品
中
、
最
も
誇
れ
る
名
作
は
あ
の
〈
考
考
嬬
婿
〉
。
姜
燕
同
志
は
そ
の
故
郷
の
武
昌
の
仙
人
の
よ
う
に
黄
鶴
に
乗
り
、
大
空
に
舞
い
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
月
宮
の
画
の
夢
の
中
に
入
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
解
放
後
も
戦
闘
や
抑
圧
に
よ
る
の
と
異
な
る
死
が
あ
る
限
り
、
死
者
を
讃
え
、
悼
む
挽
歌
の
制
作
は
伝
統
文
人
の
仕
事
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
こ
の
詞
は
若
い
才
能
が
不
慮
の
事
故
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
「
怨
」
を
王
昭
君
の
怨
に
か
け
、
作
者
の
出
身
地
に
あ
る
黄
鶴
楼
の
仙
人
昇
天
の
故
事
と
そ
れ
を
詠
ん
だ
崔
頴
「
黄
鶴
楼
」
の
詩
の
用
語
を
踏
ん
だ
美
し
い
作
品
で
、
死
の
悲
し
み
が
優
雅
な
筆
遣
い
の
中
で
浄
化
さ
れ
る
感
さ
え
あ
る
。
項
楼
目
月
の
宮
は
更
に
嬬
蛾
奔
月
の
故
事
も
連
想
さ
せ
、
画
と
縁
の
深
い
王
昭
君
の
故
事
も
思
い
合
わ
せ
る
と
、
不
思
議
な
統
一
性
を
も
っ
て
い
る
。
　
詞
牌
が
本
来
、
内
容
と
一
致
し
た
も
の
か
ら
、
曲
が
失
な
わ
れ
る
に
従
い
、
コ
つ
の
韻
律
の
わ
く
」
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
郡
拓
は
疑
問
を
投
げ
、
新
時
代
の
喜
怒
哀
楽
を
盛
る
た
め
の
、
曲
と
詞
の
一
致
し
た
新
詞
牌
を
お
こ
す
試
み
を
提
案
し
　
　
　
ゐ
　
て
い
る
。
そ
の
自
ら
の
実
践
が
一
九
六
四
年
の
新
詞
牌
〈
昭
君
無
怨
〉
に
よ
る
填
詞
で
あ
り
、
理
論
的
裏
打
ち
と
し
て
の
雑
文
が
『
燕
山
夜
語
』
第
五
集
の
〈
昭
君
無
怨
〉
で
あ
る
。
新
詞
牌
の
詞
〈
昭
君
無
怨
〉
に
は
、
自
注
と
し
て
、
「
音
韻
声
律
傍
依
古
調
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
惟
更
換
詞
牌
耳
」
と
あ
り
、
韻
律
は
旧
来
の
〈
昭
君
怨
〉
に
依
る
が
、
詞
牌
名
を
無
怨
と
変
え
、
王
昭
君
は
故
事
・
伝
説
に
言
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
れ
る
如
く
、
泣
く
泣
く
単
子
に
嫁
い
だ
の
で
な
く
、
漢
と
内
蒙
古
（
旬
奴
）
の
和
の
為
、
自
分
か
ら
す
す
ん
で
嫁
ぎ
、
怨
な
ど
な
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
か
っ
た
、
無
怨
な
の
だ
、
と
い
う
新
し
い
歴
史
解
釈
を
提
出
し
て
い
る
。
　
　
初
入
漢
宮
侍
命
　
　
初
め
て
漢
宮
に
入
り
て
　
命
に
侍
す
一289一
郡拓の詩詞（日原）
便
報
単
子
納
聰
不
負
女
児
身
遠
和
親
塞
外
月
圓
花
好
千
里
緑
洲
芳
草
巾
掴
有
英
才
怨
何
来
便
ち
単
干
に
報
じ
て
　
聰
を
納
む
女
児
の
身
に
負
か
ず
遠
く
和
親
す
塞
外
は
　
月
圓
か
に
し
て
花
好
く
千
里
は
　
緑
洲
芳
草
な
り
巾
掴
に
英
才
有
り
怨
何
ぞ
来
ら
ん
　
中
国
の
少
数
民
族
政
策
促
進
の
為
と
い
う
裏
に
秘
め
ら
れ
た
政
治
的
意
図
も
感
得
さ
れ
る
が
、
古
典
に
慣
れ
親
し
ん
だ
作
者
が
、
従
来
の
伝
統
解
釈
の
上
に
安
住
せ
ず
、
常
に
新
解
釈
を
索
め
、
さ
ら
に
文
人
と
し
て
の
実
践
を
試
み
た
、
典
型
例
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一290一
　
日
　
題
画
詩
の
世
界
へ
　
一
九
五
八
年
十
月
、
毛
沢
東
よ
り
の
再
度
の
批
判
で
、
『
人
民
日
報
』
か
ら
完
全
に
退
い
て
ニ
ヵ
月
後
、
郡
拓
は
「
北
京
日
報
』
主
編
・
顧
行
よ
り
の
電
話
を
受
け
る
。
そ
れ
は
当
時
出
版
さ
れ
、
話
題
を
呼
ん
で
い
た
毛
沢
東
の
詞
の
解
釈
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
だ
っ
た
。
〈
送
癌
神
〉
の
中
の
「
紅
雨
随
心
翻
作
浪
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
あ
る
人
は
こ
れ
を
鋼
鉄
を
煉
成
す
る
火
花
を
指
す
、
と
解
釈
し
た
い
と
い
う
が
、
果
し
て
ど
う
か
、
と
い
う
相
談
で
あ
っ
た
。
　
　
…
…
郡
拓
同
志
は
私
達
の
問
題
を
き
く
と
、
爽
や
か
に
笑
っ
て
言
っ
た
。
「
紅
雨
は
ふ
つ
う
桃
花
を
指
す
の
で
す
よ
。
李
賀
郡拓の詩詞（日原）
　
　
も
”
桃
花
乱
落
如
紅
雨
”
と
言
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
？
」
そ
れ
か
ら
、
詩
全
体
の
解
釈
を
し
て
く
れ
、
再
三
、
こ
れ
は
自
分
　
　
の
解
釈
だ
か
ら
、
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
な
る
べ
く
多
く
の
人
に
聞
き
な
さ
い
、
と
強
調
し
た
。
こ
の
最
初
の
接
触
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
の
熱
情
こ
も
る
実
直
さ
が
印
象
に
残
り
、
絶
対
に
こ
の
人
か
ら
原
稿
を
と
ろ
う
、
と
思
っ
た
。
…
…
　
顧
行
は
『
燕
山
夜
話
』
執
筆
承
諾
を
と
り
つ
け
る
前
段
階
と
し
て
、
ま
ず
、
郡
拓
の
好
む
絵
画
の
世
界
か
ら
接
近
し
た
経
緯
を
こ
う
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
郡
拓
は
、
全
て
を
社
会
主
義
的
に
現
情
勢
に
対
応
し
た
解
釈
し
が
ち
な
当
時
の
傾
向
を
あ
っ
さ
り
と
否
定
し
、
伝
統
的
典
故
解
釈
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
旧
詩
は
歴
史
の
中
で
慣
用
さ
れ
た
詩
句
を
用
い
る
こ
と
で
、
特
定
の
イ
メ
ー
ジ
で
空
間
を
切
り
と
り
、
一
つ
の
総
体
世
界
を
現
出
さ
せ
る
。
そ
の
伝
統
を
無
視
し
て
、
現
在
の
大
躍
進
－
鉄
の
大
生
産
運
動
ー
と
い
う
目
先
の
政
策
に
こ
じ
つ
け
た
解
釈
に
反
対
す
る
の
が
彼
の
伝
統
文
人
と
し
て
の
誠
意
で
あ
っ
た
。
　
郡
拓
の
題
画
詩
は
前
述
の
よ
う
に
、
『
人
民
日
報
』
社
長
時
代
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
五
八
年
三
月
七
日
、
華
君
武
と
の
コ
詩
一
画
」
、
三
月
十
二
日
、
宗
其
香
と
の
「
詩
配
画
」
に
は
じ
ま
り
、
こ
の
年
は
三
月
に
〈
題
周
薄
九
歌
図
〉
、
〈
紙
鳶
〉
、
六
月
に
く
題
明
代
仇
十
洲
作
『
子
虚
上
林
図
』
V
、
〈
為
楊
先
譲
画
題
詩
〉
、
夏
に
く
題
明
人
採
風
画
巻
V
、
九
月
に
〈
題
郵
県
農
民
画
〉
を
書
い
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
題
画
詩
は
ほ
と
ん
ど
が
「
左
海
」
の
筆
名
で
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
「
左
海
」
は
周
知
の
如
く
、
海
を
左
（
東
）
と
す
る
故
郷
・
福
建
省
の
別
称
で
あ
り
、
同
郷
の
名
士
・
清
の
翰
林
・
陳
寿
祓
も
「
左
海
」
を
号
し
て
い
る
。
四
十
歳
に
し
て
官
を
棄
て
、
母
を
養
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
陳
左
海
に
、
『
人
民
日
報
』
を
退
い
た
今
の
自
分
の
姿
と
重
な
る
も
の
を
見
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
　
自
ら
も
語
り
、
丁
一
嵐
夫
人
も
回
想
す
る
よ
う
に
、
絵
画
・
芸
術
鑑
賞
は
本
来
持
病
の
腰
痛
・
偏
頭
痛
を
い
や
す
、
趣
味
の
領
一291一
郡拓の詩詞（日原）
域
の
も
の
だ
っ
た
。
も
し
郡
拓
が
古
の
文
人
な
ら
、
絵
画
を
「
公
」
の
自
分
と
切
り
離
し
、
「
私
」
的
世
界
の
楽
し
み
と
し
て
秘
し
て
お
く
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
中
国
伝
統
文
化
へ
の
再
認
識
が
社
会
的
課
題
・
風
潮
と
な
っ
て
い
た
時
代
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
自
分
の
素
養
が
「
人
民
に
奉
仕
」
す
る
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
「
公
」
の
任
務
と
し
て
の
創
作
に
力
を
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
共
産
党
員
・
郡
拓
の
姿
が
こ
こ
に
あ
る
。
　
顧
行
に
「
上
馬
」
さ
せ
ら
れ
た
形
で
、
郡
拓
は
一
九
六
〇
年
よ
り
『
北
京
日
報
』
副
刊
「
詩
配
画
」
の
コ
ラ
ム
に
題
画
詩
を
寄
せ
は
じ
め
る
。
一
九
六
一
～
三
年
の
三
年
間
は
そ
の
ピ
ー
ク
で
、
呉
作
人
、
周
懐
民
、
黄
冑
、
許
屡
庚
、
趙
円
ら
当
代
の
画
家
の
題
画
詩
・
画
讃
詩
が
数
多
く
書
か
れ
る
。
唐
代
に
は
じ
ま
り
、
宋
代
以
降
、
「
文
人
画
」
と
し
て
定
着
し
て
い
く
こ
の
形
は
、
本
来
、
個
人
間
又
は
仲
間
内
で
の
贈
答
の
世
界
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
新
聞
誌
上
に
公
開
し
、
大
衆
化
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
時
代
的
意
味
が
あ
っ
た
。
　
題
画
詩
を
さ
か
ん
に
発
表
し
て
い
た
一
九
六
一
年
二
月
、
郡
拓
は
『
光
明
日
報
』
に
揚
州
入
怪
の
一
人
、
李
蝉
と
そ
の
画
に
つ
い
て
の
散
文
〈
李
蝉
和
他
的
画
〉
を
書
き
、
画
の
創
作
は
実
際
生
活
に
根
づ
い
た
”
伝
神
”
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
題
画
詩
が
中
国
画
の
好
伝
統
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
題
画
詩
の
多
作
時
代
は
、
郡
拓
の
雑
文
多
作
時
代
と
重
な
っ
て
い
る
。
一
九
六
一
、
二
年
は
「
燕
山
夜
話
」
「
三
家
封
札
記
』
「
長
短
録
』
と
い
っ
た
、
新
聞
・
雑
誌
へ
の
短
期
集
中
的
な
雑
文
執
筆
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
郡
拓
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
著
述
を
「
春
蚕
到
死
綜
方
尽
」
と
李
商
隠
の
恋
愛
詩
に
な
ぞ
ら
え
た
が
、
「
公
」
の
党
員
文
人
と
し
て
”
物
を
言
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
”
当
時
の
苦
渋
と
使
命
観
の
表
わ
れ
と
も
い
え
よ
う
。
　
一
九
六
二
年
九
月
の
党
八
期
十
中
全
会
以
後
、
政
治
情
勢
は
極
端
に
階
級
闘
争
を
強
調
す
る
傾
向
と
、
毛
沢
東
個
人
崇
拝
の
風
一292一
郡拓の詩詞（日原）
潮
が
顕
在
化
し
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
、
『
燕
山
夜
話
』
も
〈
三
十
六
計
〉
（
九
月
二
日
）
を
最
後
に
打
ち
切
ら
れ
、
『
長
短
録
』
も
九
、
十
月
に
は
執
筆
が
止
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
六
四
年
か
ら
は
江
青
に
よ
る
文
芸
作
品
へ
の
”
香
草
”
　
”
毒
草
”
の
弁
別
が
始
ま
り
、
『
三
家
村
札
記
』
も
同
年
七
月
で
『
前
線
』
へ
の
連
載
を
中
止
し
て
い
る
。
　
そ
の
後
、
一
九
六
一
、
二
年
の
雑
文
・
詩
作
両
方
面
で
の
多
作
の
時
期
に
糸
を
吐
き
尽
し
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
、
郡
拓
の
著
作
は
極
端
に
減
少
し
、
詩
集
の
一
九
六
五
年
部
分
も
四
首
を
収
録
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
四
首
中
一
首
は
題
画
詩
・
黄
胃
の
〈
奏
馬
巻
〉
に
題
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
一
代
天
驕
属
少
年
　
　
青
春
幸
福
創
新
天
　
　
沙
場
躍
馬
飛
鴻
影
　
　
関
塞
鳴
茄
満
路
煙
　
　
千
里
長
駆
無
反
顧
　
　
幾
回
断
後
着
先
鞭
　
　
英
雄
児
女
辺
彊
去
　
　
倒
転
乾
坤
試
鉄
肩
　
「
天
驕
」
は
『
漢
書
』
の
表
現
で
使
わ
れ
る
が
、
に
、
　
一
代
の
天
驕
少
年
に
属
し
　
青
春
の
幸
福
　
新
天
を
創
る
　
沙
場
に
馬
を
躍
ら
せ
　
飛
鴻
の
影
　
関
塞
に
茄
を
鳴
ら
し
　
満
路
の
煙
　
千
里
長
駆
し
て
　
反
顧
す
る
無
く
　
い
く
た
び
　
幾
回
か
後
を
断
ち
て
　
先
鞭
を
着
け
ん
　
英
雄
の
児
女
　
辺
彊
に
去
り
　
乾
坤
を
倒
転
し
て
　
鉄
肩
を
試
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
「
旬
奴
伝
」
の
中
で
、
”
胡
”
人
－
天
が
驕
子
た
る
こ
と
を
許
し
た
草
原
の
民
、
後
に
漢
に
対
す
る
戎
こ
こ
で
は
広
い
草
原
・
砂
漠
を
駆
け
め
ぐ
る
遊
牧
の
民
を
指
す
。
今
、
若
者
は
か
つ
て
の
胡
人
の
よ
う
天
か
ら
思
う
存
分
そ
の
剛
驕
さ
を
発
揮
す
る
の
を
許
さ
れ
、
青
春
の
幸
福
か
ら
、
新
し
い
世
の
中
を
創
造
し
て
い
る
。
三
、
一293一
郡拓の詩詞（日原）
四
句
で
は
古
の
”
胡
”
の
世
界
を
”
影
”
と
”
煙
”
の
中
に
思
い
め
ぐ
ら
す
。
勢
い
さ
か
ん
に
走
る
馬
に
は
た
め
く
飛
鴻
の
旗
。
辺
塞
の
地
に
胡
茄
が
鳴
り
、
馬
の
蹄
に
巻
き
上
げ
ら
れ
て
、
あ
た
り
は
一
面
の
土
煙
。
今
、
か
つ
て
の
英
雄
の
子
孫
達
は
後
を
ふ
り
返
る
こ
と
な
く
、
自
ら
が
先
駆
者
と
な
る
べ
く
、
我
れ
先
に
辺
彊
の
地
へ
と
馳
せ
参
じ
て
い
く
。
こ
の
世
を
変
え
、
自
分
の
鉄
の
肩
を
試
す
よ
う
に
。
　
一
見
し
て
、
既
に
始
ま
っ
て
い
た
青
年
の
下
放
政
策
奨
揚
を
感
じ
さ
せ
る
詩
で
あ
る
。
題
画
詩
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
に
対
す
る
敏
感
な
対
応
と
配
慮
が
見
ら
れ
る
の
は
、
党
内
文
人
・
郡
拓
な
ら
で
は
で
あ
ろ
う
。
こ
の
前
年
、
旧
劇
改
革
の
延
長
線
上
で
「
全
国
京
劇
現
代
戯
曲
研
究
上
演
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
折
も
、
現
代
京
劇
『
藍
蕩
火
種
』
の
為
に
詩
を
題
し
、
主
人
公
の
”
正
面
人
物
”
二
人
－
阿
慶
艘
と
郭
指
導
員
1
を
讃
え
て
い
る
。
古
い
も
の
の
改
革
と
新
生
事
物
の
称
揚
は
、
勿
論
、
郡
拓
自
身
の
信
念
と
も
矛
盾
し
な
い
が
、
や
は
り
「
公
」
の
政
治
情
勢
へ
の
恭
順
と
責
務
感
が
前
面
に
出
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
一
九
六
六
年
、
そ
の
死
の
年
に
書
か
れ
、
郡
拓
最
後
の
散
文
と
な
る
く
呉
作
人
的
芸
術
生
涯
V
は
「
北
京
日
報
』
掲
載
第
一
首
く
詠
熊
猫
V
（
一
九
六
〇
年
＋
月
）
以
来
、
度
々
題
詩
し
た
呉
作
人
の
画
人
論
で
あ
る
。
郡
拓
は
ま
ず
呉
作
人
の
伝
統
画
家
と
し
て
有
様
－
意
と
境
の
結
合
と
三
絶
ー
を
讃
え
、
加
え
て
、
西
洋
油
絵
の
中
国
化
と
「
一
定
の
政
治
目
的
の
為
に
奉
仕
し
て
い
る
」
点
を
強
調
し
て
評
価
し
て
い
る
。
郡
拓
は
呉
作
人
に
現
代
の
あ
る
べ
き
芸
術
家
の
姿
を
見
、
そ
こ
に
自
ら
を
律
す
べ
き
方
向
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
　
「
文
人
」
が
具
体
的
政
治
闘
争
の
形
勢
に
対
応
し
「
一
定
の
政
治
目
的
に
奉
仕
」
す
る
作
品
を
迫
ら
れ
る
こ
と
ー
こ
れ
こ
そ
が
郡
拓
の
第
二
の
”
峰
礫
”
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
「
公
」
と
「
私
」
が
矛
盾
な
く
両
立
し
え
た
な
ら
、
郡
拓
に
死
の
選
択
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
更
に
後
の
文
革
で
多
く
の
文
人
の
学
び
と
っ
た
、
「
公
」
と
「
私
」
の
使
い
分
け
、
面
従
腹
背
或
い
は
輻
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晦
の
処
世
術
が
あ
れ
ば
、
批
判
の
槍
玉
に
あ
が
る
こ
と
も
あ
る
い
は
免
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
毛
沢
東
の
批
判
に
よ
っ
て
『
人
民
日
報
』
を
去
っ
た
後
の
郡
拓
の
”
蠕
礫
”
は
こ
こ
に
あ
げ
た
「
公
」
へ
の
様
々
な
努
力
も
虚
し
く
、
越
え
ら
れ
ぬ
蔭
礫
”
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
四
、
郡
拓
の
「
私
」
郡拓の詩詞（日原）
　
以
上
述
べ
て
き
た
郡
拓
の
詩
詞
に
お
け
る
「
公
」
の
あ
り
方
に
対
し
、
最
後
に
そ
の
「
私
」
を
垣
間
見
る
こ
と
の
可
能
な
詩
に
言
及
し
て
み
た
い
。
　
郡
拓
の
詩
詞
は
、
強
い
「
公
」
的
役
割
意
識
の
下
に
書
か
れ
、
そ
れ
は
本
来
、
「
私
」
と
乖
離
し
た
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
為
、
作
品
の
中
に
「
公
」
的
な
も
の
と
全
く
性
格
を
異
に
す
る
も
の
を
探
し
出
す
の
は
難
し
い
が
、
そ
れ
で
も
新
聞
発
表
を
前
提
と
し
な
い
、
同
郷
・
戦
友
・
同
業
の
同
志
に
贈
ら
れ
た
も
の
に
は
、
前
章
の
も
の
と
異
な
る
ト
ー
ン
が
見
出
せ
る
。
　
　
試
従
旧
史
悟
新
聞
　
　
試
み
に
旧
史
従
り
新
聞
を
悟
れ
ば
　
　
列
国
春
秋
豊
可
分
　
　
列
国
の
春
秋
　
豊
　
分
つ
可
け
ん
や
　
　
東
観
恵
姫
文
字
楽
　
　
東
観
の
恵
姫
　
文
字
を
楽
し
む
　
　
莫
論
世
事
乱
紛
紛
　
　
世
事
を
論
ず
る
に
　
乱
紛
紛
た
る
莫
れ
　
一
九
六
二
年
春
節
、
当
時
の
「
北
京
日
報
』
社
長
範
理
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
五
七
年
二
月
、
郡
拓
は
彼
女
の
夫
黄
敬
の
死
に
際
し
「
往
事
二
十
年
、
史
伝
に
帰
し
、
心
香
一
辮
、
忠
貞
を
弔
う
」
の
挽
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
こ
の
夫
婦
と
は
親
し
い
往
一295一
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来
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
範
理
を
東
漢
の
才
女
・
班
昭
に
な
ぞ
ら
え
、
目
先
の
情
勢
の
論
議
に
か
き
乱
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
本
来
の
文
字
の
世
界
を
楽
し
め
、
と
諭
す
。
　
今
、
か
つ
て
の
自
分
の
ポ
ス
ト
ー
『
人
民
日
報
』
編
集
長
・
沙
英
に
贈
っ
た
詩
に
は
、
経
験
し
た
者
だ
け
に
分
か
る
多
忙
へ
の
同
情
が
溢
れ
て
い
る
。
　
　
閑
階
草
色
一
房
書
　
　
閑
階
の
草
色
　
＝
房
の
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
な
　
　
満
案
琳
瑛
日
不
虚
　
　
満
案
の
琳
狼
　
日
に
虚
し
か
ら
ず
　
　
自
覚
此
中
多
心
得
　
　
自
ら
覚
ゆ
　
此
中
心
得
多
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ぶ
か
　
　
な
　
　
故
人
莫
諺
髪
毛
疏
　
　
故
人
諺
る
莫
れ
　
髪
毛
の
疏
な
る
を
　
新
聞
・
編
集
の
仕
事
は
人
が
頻
繁
に
出
入
り
す
る
よ
う
な
派
手
な
も
の
で
は
な
く
、
ひ
っ
そ
り
し
た
家
は
本
の
山
。
し
か
し
机
一
杯
に
満
ち
た
記
事
・
原
稿
は
編
集
者
に
と
っ
て
は
珠
玉
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
に
囲
ま
れ
た
日
々
は
虚
し
い
は
ず
は
な
い
。
こ
の
中
か
ら
心
に
得
る
も
の
は
多
い
。
し
か
し
苦
労
の
多
い
仕
事
で
あ
る
こ
と
は
私
が
知
っ
て
い
る
。
貴
方
の
髪
の
毛
が
薄
く
な
る
の
も
不
思
議
で
な
い
。
新
聞
工
作
者
の
充
実
感
と
表
裏
に
あ
る
多
忙
と
地
味
な
苦
労
i
そ
れ
に
理
解
と
暖
か
い
応
援
の
声
を
か
け
つ
つ
、
か
つ
て
の
自
分
の
生
活
の
充
足
感
を
懐
か
し
む
作
者
の
姿
も
見
え
隠
れ
す
る
。
　
現
在
の
同
僚
、
北
京
市
副
市
長
・
公
安
局
長
劉
湧
に
贈
っ
た
詩
に
も
、
同
様
の
共
感
に
満
ち
た
慰
め
が
あ
る
。
　
　
閲
尽
風
波
歳
月
深
　
　
風
波
を
閲
し
尽
く
し
て
　
歳
月
深
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
堅
持
戦
闘
識
雄
心
　
　
戦
闘
を
堅
持
し
て
　
雄
心
を
識
る
　
　
一
腔
熱
血
千
秋
業
　
　
一
腔
の
熱
血
　
千
秋
の
業
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か
た
　
　
．
莫
話
難
難
直
到
今
　
　
話
る
莫
れ
戴
難
の
直
に
今
に
到
る
と
　
自
分
達
革
命
第
一
世
代
は
激
動
の
時
代
の
中
、
そ
の
歳
月
が
深
く
身
体
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
戦
い
を
堅
持
し
て
き
た
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
で
、
雄
心
の
何
た
る
か
を
、
識
っ
た
。
苦
難
の
連
続
の
中
で
鍛
え
ら
れ
、
自
分
の
血
で
千
秋
の
事
業
で
あ
る
、
国
の
建
設
に
従
事
し
て
き
た
。
そ
の
苦
労
は
今
も
あ
る
。
で
も
語
っ
て
は
な
ら
な
い
、
銀
難
が
そ
の
ま
ま
今
に
直
結
し
て
い
る
と
は
。
　
晋
察
翼
時
代
ま
で
の
若
い
悲
憤
慨
慨
は
今
は
な
い
。
政
治
抗
争
と
い
う
新
た
な
”
俘
礫
”
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
詩
人
の
心
は
孤
独
な
静
け
さ
の
中
に
あ
る
。
自
然
災
害
等
に
よ
る
三
年
の
困
難
、
人
災
と
も
言
わ
れ
た
大
躍
進
の
余
波
か
ら
、
漸
く
落
ち
着
き
を
見
せ
は
じ
め
た
一
九
六
四
年
秋
、
故
郷
の
学
友
・
傅
衣
凌
に
次
の
一
詩
を
贈
っ
て
い
る
。
　
　
三
十
年
前
賦
遠
游
　
　
三
十
年
前
　
遠
游
を
賦
し
　
　
入
閾
山
水
少
勾
留
　
　
八
閲
の
山
水
　
勾
留
す
る
こ
と
少
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ま
　
　
ロ
バ
今
解
放
新
時
代
　
　
ロ
ハ
今
解
放
せ
り
新
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
の
り
　
　
回
首
郷
国
喜
有
秋
　
　
郷
国
を
回
首
し
て
　
秋
有
る
を
喜
ぶ
　
自
ら
、
体
制
内
文
人
と
し
て
の
新
た
な
”
峰
礫
”
に
直
面
し
つ
つ
、
こ
の
二
年
後
に
自
ら
の
命
を
絶
つ
こ
と
に
な
る
詩
人
の
、
個
と
し
て
、
友
人
・
同
志
そ
し
て
故
郷
に
む
か
う
心
は
静
か
で
あ
る
。
　
丁
一
嵐
と
し
て
「
死
を
予
感
し
た
作
品
」
と
言
わ
し
め
た
遺
作
〈
記
夢
〉
は
、
陸
放
翁
に
同
題
の
作
が
多
い
が
、
夢
を
記
す
形
を
と
っ
た
心
情
の
発
露
で
あ
る
。
「
…
…
高
情
は
消
し
尽
く
す
千
秋
の
怨
、
碧
血
、
凝
り
て
万
古
の
詩
と
な
る
。
黙
し
て
長
天
に
　
　
　
　
　
　
も
と
向
い
、
新
路
を
尋
め
、
霞
光
芳
霧
、
春
暉
を
映
ず
。
」
こ
れ
は
遺
書
の
「
毛
沢
東
万
歳
」
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
の
七
律
〈
答
友
人
〉
の
原
韻
を
用
い
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
”
帝
王
”
詩
人
の
豪
放
に
比
し
て
、
郡
拓
の
詩
は
ど
こ
か
暗
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い
予
感
に
満
ち
て
い
る
。
辛
う
じ
て
光
明
に
手
を
伸
ば
す
終
句
に
、
詩
人
の
必
死
の
抗
い
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。
　
詩
本
来
の
「
私
」
は
第
一
の
”
峰
礫
”
時
代
の
〈
答
客
間
〉
に
も
見
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
の
「
私
」
は
野
放
し
に
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
「
私
」
を
よ
め
ば
そ
の
ま
ま
「
公
」
と
な
っ
た
か
つ
て
の
時
代
と
異
な
り
、
「
私
」
は
「
公
」
の
為
に
仕
え
、
矯
め
ら
れ
る
べ
き
「
私
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
暗
い
、
消
極
的
心
情
の
吐
露
を
容
認
し
な
い
時
代
雰
囲
気
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
結
び
に
か
え
て
　
E
・
W
・
サ
イ
ー
ド
は
、
知
識
人
（
巨
Φ
濠
。
9
巴
の
責
務
を
、
何
か
に
全
面
的
に
奉
仕
せ
ず
、
自
分
の
生
き
る
社
会
を
冷
静
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
見
す
え
る
批
判
精
神
を
も
ち
続
け
る
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
た
る
こ
と
に
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
ら
か
に
「
知
識
分
子
」
た
る
郡
拓
を
そ
の
詩
作
か
ら
見
た
時
、
彼
が
如
何
に
何
か
を
書
く
こ
と
で
社
会
に
奉
仕
し
よ
う
と
し
た
か
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
と
し
て
社
会
を
冷
静
に
見
据
え
る
の
と
異
な
る
生
を
選
ん
で
い
た
か
を
知
る
。
少
し
乱
暴
な
断
言
を
許
さ
れ
る
な
ら
、
郡
拓
は
知
ヘ
　
　
へ
識
人
で
は
な
く
、
文
人
だ
っ
た
。
中
国
の
伝
統
文
人
は
文
の
人
で
あ
る
前
に
ま
ず
「
官
」
「
為
政
者
」
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
な
る
の
は
、
自
分
の
生
き
方
や
信
条
が
現
政
権
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
時
の
み
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ヨ
　
第
二
の
”
峰
礫
”
は
明
ら
か
に
郡
拓
を
隠
者
へ
の
道
へ
導
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
本
来
、
文
人
の
「
私
」
で
あ
る
べ
き
詩
．
書
・
画
の
造
詣
で
、
さ
ら
に
「
公
」
に
奉
仕
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
文
人
（
日
雪
。
＝
Φ
琴
屋
）
の
使
命
が
、
文
を
書
き
続
け
る
こ
と
、
李
商
隠
の
言
う
「
糸
を
吐
き
続
け
る
」
こ
と
に
あ
る
の
な
ら
、
そ
の
吐
き
続
け
た
糸
が
”
文
化
謝
の
名
を
冠
し
た
”
大
革
命
”
の
中
で
、
自
ら
の
首
を
絞
め
る
糸
に
変
質
す
る
の
も
避
け
ら
れ
ぬ
運
命
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
郡
拓
の
死
を
一298一
「
文
人
」
が
「
公
」
に
奉
仕
す
る
「
知
識
分
子
」
た
ら
ん
と
し
た
”
峰
礫
”
の
結
末
と
言
っ
て
は
言
い
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
小
論
で
追
っ
て
き
た
詩
作
に
お
け
る
「
公
」
へ
の
異
常
な
ま
で
の
配
慮
は
、
サ
イ
ー
ド
の
言
う
知
識
人
の
あ
り
方
と
は
明
確
に
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
自
ら
の
存
在
を
も
か
け
て
敢
え
て
説
く
こ
と
、
詩
作
・
執
筆
を
続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
、
冷
静
な
批
判
者
の
立
場
か
ら
で
な
く
、
自
己
を
矯
め
て
い
く
形
で
、
「
公
」
に
仕
え
て
い
く
あ
り
方
は
、
恐
ら
く
郡
拓
一
人
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
知
識
人
と
文
人
の
問
題
は
簡
単
に
論
じ
う
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
文
化
大
革
命
直
前
の
郡
拓
の
著
述
態
度
と
生
き
方
の
選
択
は
中
国
伝
統
文
人
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
郡拓の詩詞（日原）
　
　
注
（
1
）
　
一
九
六
七
年
四
月
一
日
『
朝
日
新
聞
』
シ
リ
ー
ズ
「
天
安
門
上
の
人
び
と
」
第
二
十
五
。
（
2
）
　
張
占
斌
・
孫
建
軍
『
”
三
家
村
〃
沈
冤
』
三
環
出
版
社
　
一
九
九
三
年
。
（
3
）
　
『
郡
拓
詩
詞
選
』
序
。
人
民
文
学
出
版
社
　
一
九
七
九
年
五
月
。
（
4
）
「
燕
山
夜
話
』
で
は
〈
大
胆
練
習
写
字
〉
、
〈
選
帖
和
臨
池
〉
、
〈
十
日
一
水
、
五
日
一
石
〉
、
〈
由
張
飛
的
書
画
談
起
〉
を
は
じ
め
多
　
　
数
、
『
三
家
村
札
記
』
に
も
く
有
法
与
無
法
V
の
雑
文
が
あ
る
。
（
5
）
「
硬
砕
．
栄
宝
斉
”
」
『
光
明
日
報
』
一
九
六
六
年
八
月
二
十
六
日
。
（
6
）
　
『
郡
拓
書
法
選
』
人
民
美
術
出
版
社
　
一
九
八
〇
年
、
『
都
拓
書
法
作
品
選
』
中
国
書
店
　
一
九
八
七
年
、
『
郡
拓
詩
詞
墨
跡
選
」
福
　
　
建
人
民
出
版
社
　
一
九
八
八
年
。
（
7
）
郡
拓
自
身
の
画
の
題
詩
に
〈
題
自
画
山
水
扇
面
〉
、
〈
蕩
枝
図
〉
、
〈
金
魚
図
詠
〉
（
以
上
一
九
六
一
年
）
、
〈
記
美
協
聯
歓
会
〉
（
一
九
一299一
拓の詩詞（日原）
　
　
六
三
年
）
等
が
あ
る
。
（
8
）
常
書
鴻
「
懐
念
郡
拓
同
志
」
『
憶
郡
拓
』
福
建
人
民
出
版
社
　
一
九
八
〇
年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
「
五
十
春
秋
四
海
名
　
中
年
躇
励
気
峰
礫
」
（
〈
悼
輻
奮
〉
一
九
四
四
年
）
、
「
関
河
百
戦
…
…
日
月
峰
礫
」
（
〈
浪
淘
沙
・
題
黄
鎮
同
志
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
長
征
画
集
〉
一
九
六
二
年
）
、
「
歳
月
峰
礫
髪
未
疏
」
（
〈
改
陸
游
詩
題
贈
中
国
書
店
〉
一
九
六
二
年
）
等
。
（
1
0
）
　
丁
一
嵐
編
・
成
美
校
注
『
郡
拓
詩
集
』
丁
一
嵐
序
「
詩
思
・
詩
情
・
詩
魂
」
。
（
1
1
）
　
一
九
四
八
年
六
月
一
四
日
「
本
報
終
刊
啓
事
（
『
晋
察
翼
日
報
』
終
刊
）
」
『
郡
拓
文
集
』
第
一
巻
　
一
九
八
六
年
　
北
京
出
版
社
。
（
1
2
）
　
一
九
四
四
年
中
国
最
初
の
『
毛
沢
東
選
集
』
は
郡
拓
の
編
集
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
言
〈
編
者
的
話
〉
は
『
郡
拓
文
集
』
　
　
第
一
集
に
所
収
。
詩
詞
作
品
に
は
、
一
九
四
〇
年
〈
読
毛
主
席
『
新
民
主
主
義
論
』
〉
、
一
九
四
五
年
〈
沁
園
春
・
歩
毛
主
席
原
韻
〉
、
　
　
一
九
六
一
年
〈
酔
花
陽
・
毛
主
席
文
芸
講
話
二
十
年
〉
等
が
あ
る
。
死
後
、
発
見
さ
れ
た
遺
書
に
「
毛
主
席
万
歳
」
の
語
が
あ
っ
た
　
　
の
は
有
名
で
あ
る
。
（
1
3
）
　
『
燕
山
夜
話
』
五
集
序
〈
奉
告
読
者
〉
他
。
（
1
4
）
筆
者
「
『
燕
山
夜
話
』
の
座
標
」
東
京
女
子
大
学
『
日
本
文
学
』
第
八
十
三
号
。
（
1
5
）
　
『
新
文
学
史
料
』
一
九
八
一
年
四
期
。
（
1
6
）
　
衰
鷹
「
不
滅
的
詩
魂
」
前
掲
『
憶
郡
拓
』
。
（
1
7
）
顧
行
・
成
美
『
郡
拓
伝
』
一
九
九
一
年
　
山
西
教
育
出
版
社
、
前
掲
『
憶
郡
拓
』
他
の
伝
記
・
回
想
録
に
よ
る
と
、
郡
拓
は
青
春
　
　
時
代
の
二
度
の
投
獄
で
肺
病
を
患
っ
て
以
来
、
常
に
多
病
で
あ
っ
た
。
腰
痛
・
偏
頭
痛
・
大
腸
カ
タ
ル
等
、
一
九
六
〇
年
以
降
、
特
　
　
に
多
く
の
記
述
が
あ
る
。
（
1
8
）
広
東
省
出
身
。
一
九
二
〇
年
生
ま
れ
。
延
安
魯
迅
芸
術
学
院
出
身
。
解
放
戦
争
中
、
『
大
衆
日
報
』
『
七
七
日
報
』
編
集
に
従
事
し
　
　
た
。
当
時
は
新
華
社
通
信
社
長
。
後
に
文
革
で
失
脚
す
る
。
（
1
9
）
　
〈
三
分
詩
七
分
読
〉
『
燕
山
夜
話
』
第
　
集
（
2
0
）
前
掲
、
筆
者
論
文
。
（
2
1
）
　
〈
要
什
磨
様
的
”
新
”
？
〉
「
三
家
村
札
記
」
『
前
線
』
一
九
六
四
年
七
期
。
（
2
2
）
　
一
九
六
二
年
春
の
作
、
と
あ
る
。
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（
2
3
）
郡
拓
は
蘇
東
披
の
真
筆
を
入
手
し
て
以
来
、
自
ら
の
書
斎
を
命
名
し
て
、
こ
う
号
し
た
。
（
2
4
）
　
一
九
六
三
年
十
一
月
二
十
一
日
『
光
明
日
報
』
。
（
2
5
）
　
〈
創
作
新
詞
牌
〉
『
燕
山
夜
話
』
第
二
集
。
（
2
6
・
2
7
）
　
顧
行
・
劉
孟
洪
「
郡
拓
同
志
與
他
的
『
燕
山
夜
話
』
」
前
掲
『
憶
郡
拓
』
。
（
2
8
）
　
国
傷
≦
費
亀
≦
°
ω
巴
匹
．
、
国
①
鷲
㊦
ω
。
暮
簿
一
〇
ロ
ω
o
h
H
暮
Φ
一
一
①
。
ε
巴
。
　
邦
訳
・
大
橋
洋
一
　
　
月
　
平
凡
社
。
『
知
識
人
と
は
何
か
』
　
一
九
九
五
年
五
（
中
国
語
　
非
常
勤
講
師
）
一301一
郡拓の詩詞（日原）
